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ジオパーク認定なるか
結果は９月下旬発表の見込み

巻
頭

５月13日、遠足で地質館（城川町）を訪れた土居小学校の生徒たち。

身近な「ジオ」について学びを深めました。

左から畑本直
なお

希
き

くん（土居小６）、松浦優
ゆう

斗
と

くん（同）、武田凪
なぐ

未
み

さん（同）
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認
定
と
な
れ
ば
県
内
初

地
域
発
展
に
生
か
せ
る
可
能
性

　
市
内
に
あ
る
自
然
・
文
化
・
伝
統
・

グ
ル
メ
と
い
う
「
お
宝
」
を
発
信
し

て
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
「
四
国
西
予

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」。

　
一
昨
年
の
４
月
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
結
果

が
、
目
前
に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
結
果
が
分
か
る
の
は
９
月
下
旬
の
見

込
み
。
認
定
と
な
れ
ば
認
知
度
が
上
が

り
、
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
生
か
せ
る

可
能
性
も
見
え
て
き
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
好
感
触

　
５
月
20
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉

県
）
で
行
わ
れ
た
新
規
ジ
オ
パ
ー
ク
公

開
審
査
。
今
年
は
新
た
に
10
団
体
（
当

市
含
む
）
が
認
定
に
向
け
て
名
乗
り
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
審
査
委
員
は
じ
め
約
３
０
０
人
の
聴

衆
が
聞
き
入
る
中
、「
四
国
西
予
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
は
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
と
そ
の
魅
力
を
「
私
た
ち
の

ル
ー
ツ
を
た
ど
る
旅
～
古
大
陸
の
軌
跡

と
、
海
・
里
・
山
の
原
風
景
を
楽
し
む

～
」
と
題
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
最
大
の
特
徴
が
３
つ
の
「
多
様

性
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ジ
オ
パ
ー

ク
は
「
場
所
よ
り
も
人
」
だ
と
い
う
こ

と
を
伝
え
、
会
場
か
ら
の
好
感
触
を
得

ま
し
た
。

※
３
つ
の
「
多
様
性
と
は
」

①
地
質
の
多
様
性･･･

古
生
代
か
ら
新

生
代
ま
で
の
多
様
な
地
質
年
代
と
、

火
成
岩
・
堆
積
岩
・
変
成
岩
な
ど
多

様
な
岩
石
が
存
在
し
て
い
る

②
地
形
と
生
態
系
の
多
様
性･･･

海
抜

０
㍍
か
ら
標
高
１
４
０
０
㍍
ま
で
の

多
様
な
地
形
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
豊

か
な
生
態
系
が
あ
る

③
人
の
暮
ら
し
と
文
化
の
多
様
性･･･

多
様
な
大
地
か
ら
ジ
オ
の
恵
み
が
生

み
出
さ
れ
、
海
・
里
・
山
そ
れ
ぞ
れ

に
豊
か
な
文
化
が
保
存
・
伝
承
さ
れ

て
い
る

今
後
の
動
き

　
７
月
中
に
は
審
査
委
員
が
現
地
視
察

に
訪
れ
、
市
内
の
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
や

人
々
の
活
動
な
ど
を
視
察
す
る
見
込

み
。
そ
の
後
、
結
果
発
表
と
な
り
ま

す
。

　幕張メッセで５月20日に行われた新規
ジオパーク公開審査。約300人の聴衆を
前に、四国西予ジオパークの取り組みと
魅力を訴えた。　～　遠足で地質館を訪
れた土居小学校の生徒たち。学ぶ表情が
輝いている。
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⓫磐梯山
⓬茨城県北
⓭下仁田
⓮秩父
⓯白山手取川
⓰ゆざわ
⓱箱根
⓲八峰白神
⓳銚子
⓴伊豆半島

◎日本ジオパーク

❶アポイ岳
❷南アルプス
❸恐竜渓谷ふくい勝山
❹隠岐
❺阿蘇
❻天草御所浦
❼白滝
❽伊豆大島
❾霧島
❿男鹿半島・大潟

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
な
る
か

結
果
は
９
月
下
旬
発
表
の
見
込
み

ここに西予市も加わることができるか！？

◎世界ジオパーク

1洞爺湖有珠山
2糸魚川
3山陰海岸
4島原半島
5室戸
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自ら制作した絹の着物などをまとった16期生たち

　５月26日（日）に、宇和町小学校・野村小学校・三
瓶小学校で運動会が開催され、雲ひとつない初夏の陽
気の中、子どもたちは楽しく競い合いました。
【写真】宇和町小学校運動会

　国立大学法人愛媛大学と西予市が５月28日、連携協
力協定を締結。地域の活性化や医療福祉の向上などに
関して連携し、協力していくことを誓いました。
　県内20市町中、同大学と連携協力協定を結ぶのは当
市で10番目。柳澤学長は「イノベーションを起こすこ
とに対する連携に力を入れている。西予の地域を舞台
に、市民と一緒に課題に取り組むような経験を学生に
してもらいたい」と語りました。

（上）「きゃりー おどってみた！」　（下）借り物競走

（左）三好幹二市長（右）柳澤康信学長

　繭からの糸づくり、染色、手機（てばた）織りまで
の全行程を、全国で唯一学べる野村町の「染織講座」。
第16期生の６名が５月29日、野村シルク博物館で閉講
式に出席し、自ら制作した作品を披露しました。
　新たなコースに進む人や野村の養蚕農家と結婚した
人など、卒業生の進路はさまざま。基礎コースを終え
た大和田慶

よし

子
こ

さんは「素人の私が、ご指導のおかげで
このような着物を制作できた」と謝辞を述べました。

初夏の陽気の中、運動会
市内各小学校で

野村シルクの技術を修得
第16期染織講座 閉講式

連携して一緒に課題に取り組む
愛媛大学と連携協力協定調印式

５年生全員リレー

2013　７月 4

CITY　TOPICS

試験通話をする市職員

設立発起人

　えひめ国体開催PR事業として、わいわい親子ス
ポーツ教室を５月12日、乙亥会館で開催。NPO法人日
本コーディネーション協会から講師を迎え、親子33組
80人が参加しました。
　コオーディネーショントレーニングとは、運動神経
や運動センスなどを高めるトレーニング法で、幼児期
に取り入れると効果が出るといわれています。
　市では、この教室を９月にも予定しています。

　土砂災害に備える防災訓練を６月２日、遊子川地区
（城川町）で実施。住民や消防団員など約200人が避
難路や情報伝達の確認を実施しました。
　国土交通省が毎年行う全国統一訓練の一環で、市内
での実施は昨年の中川地区（宇和町）に続き２例目。
県が指定する土砂災害特別警戒区域の住民たちは、市
災害対策本部からの避難勧告に本番さながらの緊張感
で挑んでいました。

親子でコオーディネーショントレーニング

「土石流が発生」との想定に、車で遊子川小学校に避難

　市とNTT西日本愛媛支店が５月13日、災害時に無
料で優先通話できる「特設公衆電話」を避難所４カ所
に設置。乙亥会館、三瓶体育館、三瓶文化会館、下泊
地区体育館に回線が引かれ、災害時に市がNTTに連
絡して使用を始めます。
　三好市長は「家族の安否や行政間の連絡を取り合う
手段として非常にありがたい」とあいさつ。今後も協
議が整った避難所から順次設置していきます。

　平成29年に開催される「えひめ国体」に向けて５月
22日、第72回国民体育大会西予市準備委員会設立発起
人会が開催されました。
　西予市ではソフトボール競技成年女子と相撲競技
全種別を開催することが内定しています。三好市長は
「目的は平成29年に向けてどうしていくかというこ
と。国体の成功に向けて確実にやり遂げていきたい」
と語りました。

県内初 特設公衆電話を設置
西予市事前設置特設公衆電話開通セレモニー

４年後のえひめ国体に向けて
第72回国民体育大会西予市準備委員会設立発起人会

わいわい親子スポーツ教室
スポーツ振興くじ助成事業を受けて開催

まさかに備えて訓練を
土砂災害防災訓練（城川町遊子川地区）
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ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
い
る
当

市
に
５
月
９
・
10
日
、
北
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
県

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
知
事
ら
22
人
が
訪

問
。
同
県
も
認
定
を
目
指
し
て
お
り
、
須

北
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
県
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
知
事
ら
来
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
へ
の
取
り
組
み
学
ぶ

崎
海
岸
（
三
瓶
町
）
や
野
村
シ
ル
ク
博
物

館
、
地
質
館
（
城
川
町
）
な
ど
を
視
察

し
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
を
は
じ
め
と
し
た
自

然
が
魅
力
の
北
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
県
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
中
央
部
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
ゴ
ロ
ン

タ
ロ
州
に
位
置
し
、
人
口
は
約
11
万
人
。

豚
に
似
た
牙
の
あ
る
ほ
乳
類
「
バ
ビ
ル

サ
」
と
い
う
希
少
種
が
生
息
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
榊
原
正
幸
教
授

（
愛
媛
大
学
）
を
通
じ
て
、
交
流
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
三
好
市
長
は
「
西
予
市
は
０
㍍
か
ら

１
４
０
０
㍍
ま
で
あ
る
独
特
な
地
形
。
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
州
教
育
・
文
化
庁
長
の

ア
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ル
シ
ャ
ッ
ド
さ
ん
は

「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
帰
り
た
い
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
西
予
市
と
の
交
流
を
進
め

て
い
け
た
ら
」
と
語
り
、
１
泊
２
日
で
市

内
を
視
察
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
す
北
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
県

榊
原
正
幸
教
授
（
愛
媛
大
学
）
を
通
じ
て
１
泊
２
日
で
西
予
市
を
視
察

　昭和40年から、22年にわたり城川町議会議員を務

め、議長や産業常任委員会副委員長を歴任。市立美術

館「ギャラリーしろかわ」の開館、宝泉坊ロッジの

オープンなどに尽力。昭和58年「わがむらは美しく」

をスローガンに始まった「花いっぱい運動」では全国

に先駆けて生活環境の美化と農地の高度利用を推進。

地域の活性化に大きく寄与しました。

　「家族や地域の方から、協力と信用をいただいたか

らこその受章だと思います。本当にありがたく思って

います」

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

橡
木

　亀
男
さ
ん

と
ち
ぎ
・
か
め
お

元
城
川
町
議
会
議
員
　
86
歳

城
川
町
遊
子
谷

春の叙勲

　昭和19年から昭和59年まで教職に就かれ、蔵貫小学

校長、三瓶小学校長、三瓶中学校長を歴任。

　在職中は、こどもの「いのち」を大切にした人間教

育を推進するとともに、学校教育理解のためPTA活

動の推進を図るなど、家庭教育の振興にも顕著な功績

を挙げられました。

　退職後は三瓶町教育委員会教育長を務め、教育委員

会の活性化と教育行政の充実に引き続き力を注がれま

した。

高齢者叙勲
瑞
宝
双
光
章
【
教
育
功
労
】

宇
都
宮
　哲
男
さ
ん

う
つ
の
み
や
・
て
つ
お

元
三
瓶
町
立
三
瓶
中
学
校
長
　
88
歳

三
瓶
町
津
布
理

2013　７月 6
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四
国
管
内
の
乳
牛
の
改
良
促
進
と
酪
農

経
営
の
向
上
を
目
指
し
、
個
体
の
美
し
さ

を
競
う「
第
31
回
四
国
連
合
乳
牛
共
進
会
」

が
４
月
14
日
、
野
村
町
の
畜
産
総
合
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
品
牛
全
頭
の
中
で
最
も
美
し
い
乳
牛

に
贈
ら
れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
に
入
船
篤
志
さ
ん

入
船
篤
志
さ
ん
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
　
　
　
　
　
　
市
内
出
品
牛
は
４
部
門
で
四
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

市
議
会
　
第
２
回
臨
時
会

所
有
の
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
バ
ー
ヒ
ン
ペ
ル
ク

イ
ー
ン
エ
リ
ー
ゼ
」
が
輝
い
た
ほ
か
、
市

内
出
品
牛
が
４
部
門
で
四
国
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
と
な
る
優
等
賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

※
結
果
は
次
の
と
お
り
（
市
内
関
係
者
の

み
、
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
所
有
）

農
林
水
産
大
臣
賞
▼
ホ
ワ
イ
ト
リ
バ
ー
ヒ

ン
ペ
ル
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ー
ゼ
（
入
船
篤
志

＝
城
川
町
魚
成
＝
）
〈
七
部
〉
優
等
賞
▼

カ
ツ
マ
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
リ
サ
（
楠
智
幸
＝

野
村
町
蔵
良
＝
）
〈
九
部
〉
優
等
賞
▼
ホ

ワ
イ
ト
リ
バ
ー
ヒ
ン
ペ
ル
ク
イ
ー
ン
エ

リ
ー
ゼ
（
入
船
篤
志
＝
同
＝
）
〈
十
二

部
〉
優
等
賞
▼
イ
ナ
バ
セ
プ
テ
ン
バ
ー
ス

ト
ラ
ミ
ッ
ク
ス
（
稲
葉
ビ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
ー

ム
＝
野
村
町
＝
）
〈
十
四
部
〉
優
等
賞
▼

ホ
ワ
イ
ト
リ
バ
ー
ヒ
ン
ペ
ル
ク
イ
ー
ン
エ

リ
ー
ゼ
、
ホ
ワ
イ
ト
リ
バ
ー
ヒ
ン
ペ
ル
ク

イ
ー
ン
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
リ

バ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｂ
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
（
入
船
篤
志

＝
同
＝
）

　
平
成
25
年
第
２
回
西
予
市
議
会
臨
時
会

が
５
月
27
日
に
１
日
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
専
決
処
分
５
件
の
承
認
ほ
か
、
人
事

６
議
案
の
任
命
ま
た
は
選
任
に
同
意
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
に
２
、１

９
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
５

１
億
４
４
５
万
３
千
円
と
す
る
補
正
予
算

の
専
決
処
分
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
・
各
常
任
委
員

会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
敬
称
略
。
年
齢
は
平
成
25
年
５

月
27
日
現
在
）

西
予
市
教
育
委
員
会
委
員

　
平
岡 

長
治
（
63
）
＝
野
村
町
片
川

西
予
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
中
村 

初
巳
（
61
）
＝
明
浜
町
狩
浜

　
宇
都
宮 

利
行
（
61
）
＝
宇
和
町
清
沢

　
武
田 
勉
（
65
）
＝
野
村
町
坂
石

　
水
本 

八
郎
（
62
）
＝
城
川
町
男
河
内

　
二
宮 

豊
（
62
）
＝
三
瓶
町
朝
立

議
会
運
営
委
員
会（
平
成
25
年
５
月
27
日
～
）

◎
元
親 

孝
志 

○
中
村 

敬
治

小
野 

正
昭
、松
山 

清
、宇
都
宮 

明
宏
、

松
島 

義
幸
、
岡
山 

清
秋
、
浅
野 

忠
昭

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
、
二
宮 

一
朗
（
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
）

四
国
管
内
か
ら
、
各
市
町
を
代
表
す
る
乳
用
牛
が
出
揃
う

出
生
月
齢
や
経
産
・
未
経
産
な
ど
を
競
う
14
部
門
中
、
４
部
門
を
制
覇

議
長
に
浅
野
忠
昭
氏
、
副
議
長
に
二
宮
一
朗
氏

平
成
24
年
度
西
予
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
専
決
処
分
５
件

西
予
市
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
人
事
６
議
案
の
選
任
・
任
命
に
同
意

浅
野 

忠
昭
（
65
）

＝
三
瓶
町
蔵
貫
浦

二
宮 

一
朗
（
58
）

＝
宇
和
町
小
原

議
長

副
議
長

常任委員会構成（平成25年５月27日～）

総務常任委員会 厚生常任委員会 産業建設常任委員会

◎松山　 清　 ◎小野　 正昭 ◎宇都宮 明宏

○井関　 陽一 ○田中　 徳博 ○源　　 正樹

　元親　 孝志 　中村　 敬治 　菊池　 純一

　沖野　 健三 　二宮　 一朗 　松島　 義幸

　森川　 一義 　兵頭　 学　 　藤井　 朝廣

　浅野　 忠昭 　兵頭　 勇　 　岡山　 清秋

　酒井 宇之吉 　梅川　 光俊 　山本　 昭義

◎委員長　○副委員長
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図
書
館
だ
よ
り

問
市
民
図
書
館
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
０

文
化
財
だ
よ
り
�
問
市
役
所 

文
化
体
育
振
興
課

�
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
６

　
皆
さ
ん
の
本
棚
に
は
ど
の
よ
う
な
本
が

置
か
れ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
れ
は
手
放
せ
な
い
、繰
り
返
し
読
む
、

仕
事
に
必
要
、
昔
（
今
）
は
ま
っ
て
い
た

（
る
）、
い
つ
か
読
も
う
（
積
読
？
つ
ん

ど
く
）
な
ど
、
各
自
の
本
棚
に
は
い
ろ
い

ろ
な
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
そ
う
で
す
ね
。

　
公
共
図
書
館
は
、
市
民
の
本
棚
と
い
え

ま
す
。
野
村
分
館
蔵
書
は
約
６
万
冊
で
す

が
、
市
民
図
書
館
全
体
で
は
約
22
万
冊
に

も
な
り
ま
す
。
個
人
の
本
棚
よ
り
規
模
が

大
き
い
で
す
ね
。
大
い
に
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。「
図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に
暮

ら
し
の
中
に
」
で
す
。

野
村
分
館

７
・
８
月
は
開
館
時
間
を
延
長

　
午
後
７
時
ま
で
図
書
館
を
利
用
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
多
読
者
賞
」
表
彰

　
４
～
９
月
末
日
ま
で
に
借
り
た
本
の
数

を
集
計
し
、
そ
の
中
か
ら
各
小
・
中
学
校

の
上
位
５
名
の
児
童
・
生
徒
を
表
彰
し
ま

す
。
一
般
の
方
は
対
象
外
。
市
内
の
小
・

中
学
生
が
対
象
で
す
。

※
家
族
が
借
り
る
場
合
、
必
ず
お
子
さ
ん

本
人
の
カ
ー
ド
で
借
り
て
く
だ
さ
い
。

新
刊
紹
介

◎
一
般
書

「
暦
ち
ゃ
ん 

江
戸
暦
か
ら
学
ぶ
い
い
暮
ら

し
」 

荒
井
修 

他（
著
）
講
談
社（
発
）「
上

野
千
鶴
子
が
聞
く 

小
笠
原
先
生
、
ひ
と

り
で
家
で
死
ね
ま
す
か
？
」
上
野
千
鶴

子 

他（
著
）
朝
日
新
聞
出
版（
発
）「
季
節

を
つ
く
る 

わ
た
し
の
和
菓
子
帳
」
金
塚

晴
子（
著
）
東
京
書
籍（
発
）「
も
っ
と
知

り
た
い
円
山
応
挙
生
涯
と
作
品
」
樋
口
一

貴（
著
）
東
京
美
術（
発
）「
女
の
心
仕
事 

暮
ら
し
12
か
月
」
千
代
芳
子（
著
）
北
國

新
聞
社（
発
）

中
央
館

◎
児
童
書

「
か
あ
さ
ん
は
ど
こ
？
」
デ
ュ
ボ
ワ
・
ク

ロ
ー
ド
・
Ｋ（
作
）
落
合
恵
子（
訳
）
ブ

ロ
ン
ズ
新
社（
発
）「
び
っ
く
り
ゆ
う
え

ん
ち
」
川
北
亮
司（
作
）
コ
ヤ
マ
ス
カ
ン

（
絵
）
教
育
画
劇（
発
）「
国
語
で
あ
そ

ぼ
う 

慣
用
句
」
佐
々
木
瑞
枝（
監
）
山
本

美
芽（
文
）
ポ
プ
ラ
社（
発
）「
ア
ブ
ナ
イ

か
え
り
み
ち
」
山
本
孝（
作
）
ほ
る
ぷ
出
版

（
発
）

　
他
、
多
く
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
三
瓶
文
化
会
館
の
１
階
に
あ
る
「
ふ
る

さ
と
資
料
展
示
室
」。
そ
の
右
手
奥
の
壁

面
に
「
旧
三
瓶
村
鳥
瞰
図
」
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
さ
と
正
確
さ
に

ま
ず
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
鳥
瞰
図
は
、
三
好
盛
太
郎
町
長
の

依
頼
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
昭
和
16
年
に

完
成
し
た
縦
１
３
３
㌢
横
３
７
６
㌢
の
作

品
で
す
。

　
作
者
は
、
津
布
理
出
身
の
松
本
早
苗
和

尚
（
号
龍
山
・
凡
平
１
８
８
９
～
１
９
６

１
）
で
、
八
幡
浜
市
大
島
の
寺
や
宇
和
町

上
松
葉
の
大
恵
寺
の
住
職
で
あ
り
、
ま
た

日
本
画
家
と
し
て
も
近
隣
に
知
ら
れ
て
い

た
人
物
で
す
。

　
本
人
の
記
述
に
よ
る
と
、
幼
年
時
代
の

記
憶
を
辿
っ
て
明
治
20
～
30
年
頃
の
三
瓶

村
を
中
心
と
し
て
描
い
た
と
あ
り「
三
瓶
村

の
当
時
を
偲
ぶ
年
代
的
に
変
遷
す
る
本
町

の
参
考
資
料
と
も
な
れ
ば
幸
い
な
り
　
昭

和
16
年
秋 

筆
者
識
之
」と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
１
２
０
年
前
の
集
落
名
、
河

川
、
施
設
、
社
寺
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ

て
い
て
、
明
治
時
代
中
期
の
三
瓶
村
の
様

子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
学
校
の
所
在
地

は
今
と
は
違
っ
て
い
ま
す
し
、
現
在
の
三

瓶
支
所
の
周
辺
は
大
半
が
水
田
で
、
人
家

の
ほ
と
ん
ど
は
南
北
の
山
の
根
部
分
に
密

集
し
て
い
ま
す
。
人
通
り
の
減
少
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
よ
り
西
側
は
砂
浜
か
海
で
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
潮
彩
館
の
あ
た
り

は
塩
田
の
最
先
端
か
海
中
だ
っ
た
こ
と
も

よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
現
在
の
三
瓶
町
地
図
を
手
に
し
て
、
か

つ
て
の
三
瓶
村
と
比
較
し
て
見
つ
め
る
の

も
一
興
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
物
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
三
瓶
文
化
会
館
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
一
声
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
担
当
者
が
案
内
し
て
く
れ

ま
す
よ
。

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
　
竹
﨑
　
幸
仁
）

旧
三
瓶
村
鳥
瞰
図

2013　７月 8

三
好
市
長
が
「
ク
イ
ー
ン
ズ
・
デ
イ
」
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加

オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
官
邸
で
交
流
図
る

縁
は
「
お
イ
ネ
賞
事
業
」

シ
ー
ボ
ル
ト
と
イ
ネ
を
軸
に
、
今
後
も
国
際
交
流
を
進
め
て
い
く
方
針

　
４
月
30
日
は
オ
ラ
ン
ダ
の
祝
日
「
ク

イ
ー
ン
ズ
・
デ
イ
」（
女
王
の
日
）
に
あ
た

り
ま
す
。

　
今
年
、
ベ
ア
ト
リ
ッ
ク
ス
女
王
陛
下
が

退
位
。
新
た
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
皇
太
子

が
即
位
し
、
オ
ラ
ン
ダ
国
で
は
新
国
王
即

位
式
が
執
り
行
わ
れ
、
国
民
を
挙
げ
て
こ

の
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　
在
大
阪
・
神
戸
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
官

ロ
ー
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ル
ス
総
領
事
官
邸

で
も
女
王
の
日
を
祝
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
、
関
西
の
自
治
体
関
係
者
や
文

化
経
済
機
関
の
代
表
者
、
在
留
オ
ラ
ン
ダ

人
な
ど
約
80
人
が
参
加
。「
お
イ
ネ
賞
事

業
」
が
縁
と
な
り
交
流
を
深
め
て
い
る
西

予
市
も
招
待
を
受
け
、
三
好
市
長
が
公
式

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
シ
ー
ボ
ル
ト
と
イ
ネ
の
縁
を
育

み
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
と
の
国
際
交
流

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ローデリッ
ク・ウォル
ス総領事と
記念撮影。
背後のスク
リーンでは
オランダ国
王即位式の
様子を放映

３月に西予
市においで
いただいた
ドイツ総領
事ご夫妻と
再会

1

2
2 1

　
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

制
度
は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
ま
た
は
個

人
情
報
（
公
文
書
）
を
市
民
の
皆
さ
ん
の

請
求
に
応
じ
て
公
開
（
閲
覧
、
写
し
の
交

付
）
す
る
も
の
で
、
平
成
24
年
度
に
お
い

て
は
情
報
公
開
請
求
が
４
件
、
個
人
情
報

開
示
請
求
が
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
、個
人
情
報
保
護
制
度
と
は

【
情
報
公
開
制
度
】

　
西
予
市
が
保
有
・
管
理
す
る
情
報
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る

制
度
で
す
。

平
成
24
年
度 

情
報
公
開
制
度
運
用
状
況 

市
役
所 

総
務
課
☎
０
８
９
４(

62)

１
１
１
１

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
市
政
へ
の

参
加
を
一
層
促
進
し
、
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

　
西
予
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
事
項
を
定
め

る
と
と
も
に
、
本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人

な
ど
の
請
求
に
よ
り
自
己
に
か
か
る
情
報

の
開
示
、
訂
正
お
よ
び
利
用
停
止
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
利
益

の
保
護
お
よ
び
市
政
の
適
正
な
運
営
を
図

る
も
の
で
す
。

公
開
請
求
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
に
は

　
情
報
公
開
請
求
お
よ
び
個
人
情
報
開
示

請
求
な
ど
を
し
た
い
と
き
は
、
い
ず
れ
も

総
務
企
画
部 

総
務
課
（
総
合
窓
口
）
に

所
定
の
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
受
付
後
に
公
開
（
開
示
）
ま

た
は
非
公
開
（
非
開
示
）
な
ど
の
決
定
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
原
則
と
し
て

請
求
の
受
付
と
同
時
に
公
開
（
開
示
）
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個人情報開示請求処理内訳
実施
機関名 公開 部分

公開 非公開 不訂正 計 事務
開始届

外部
提供

市長
部局 1 0 0 0 1 2 7

計 1 0 0 0 1 2 7

公文書公開請求処理内訳
実施
機関名 公開 部分

公開 非公開 計

市長
部局 2 2 0 4

計 2 2 0 4

（件）

（件）



広報　せいよ11

奇数日が宇和病院
偶数日が野村病院７月

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

宇和・明浜地区

７月７日（日）土居内科☎0894（69）1285

７月14日（日）矢野整形外科☎0894（62）6698

７月15日（月）おだクリニック☎0894（62）6606

７月21日（日）松多クリニック☎0894（62）6655

７月28日（日）高千穂病院☎0894（62）5009

野村・城川地区

７月７日（日）井関医院☎0894（72）0030

７月14日（日）野村病院☎0894（72）0180

７月15日（月）野村病院☎0894（72）0180

７月21日（日）おか医院☎0894（72）3456

７月28日（日）野村病院☎0894（72）0180

三瓶地区

７月７日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

７月14日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

７月15日（月）

内� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199
外� なかの泌尿器科
☎0894（36）1717

７月21日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

７月28日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

小児科

７月７日（日）みかんこどもクリニック
（八幡浜市白浜通）

☎0894（20）8800

７月14日（日）ごとう小児科
（大洲市東大洲）

☎0893（23）0510

７月15日（月）八幡浜急患センター
（八幡浜市大平）

☎0894（24）1199

７月21日（日）おおむら小児科
（内子町城廻）

☎0893（44）7117

７月28日（日）守口小児科
（八幡浜市産業通）

☎0894（24）7770

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立宇和病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180

二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。

警
察
署
だ
よ
り

問
西
予
警
察
署�

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

　
夏
は
水
の
事
故
が
増
え
る
時
期
で
す
。

昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
水
の
事
故
件
数

は
17
件
（
６
）、
死
者
数
は
11
人
（
５
）、

負
傷
者
数
２
人
（
０
）
で
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
６
～
８
月
の
発
生
件
数

　
場
所
別
で
は
海
で
の
事
故
が
17
件
中
13

件（
76
・
４
％
）、
行
為
別
で
は
魚
と
り（
釣

り
）
の
事
故
が
17
件
中
７
件
（
41
・
１
％
）

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
季
（
６
～
８
月
中
）
の
発
生
状
況
を

場
所
別
に
見
る
と
、
海
が
３
件
、
河
川
が

３
件
。
行
為
別
に
見
る
と
、
水
遊
び
、
魚

取
り
お
よ
び
転
落
事
故
が
、
そ
れ
ぞ
れ
２

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
未
成
年
者
が
無
料
の
ゲ
ー

ム
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
巧
み
に
誘
導
さ
れ
て

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、

パ
ソ
コ
ン
に
ウ
イ
ル
ス
（
不
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
感
染
さ
せ
て
、
料
金
請
求
画
面
を

消
せ
な
い
よ
う
に
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

◎
消
費
者
が
有
料
サ
イ
ト
な
ど
に
申
し
込

む
意
思
が
な
く
、
勝
手
に
有
料
登
録
さ
れ

た
場
合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
た
め

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
８

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
９（
９
２
５
）３
７
０
０

問

水
難
事
故
を
防
止
し
よ
う

料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◎
慌
て
て
業
者
に
連
絡
す
る
こ
と
は
、
個

人
情
報
を
知
ら
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

た
め
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

◎
ゲ
ー
ム
機
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
た
め
、
保
護
者
は

そ
の
利
用
に
つ
い
て
親
子
で
ル
ー
ル
を
決

め
る
な
ど
使
い
方
に
つ
い
て
よ
く
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

◎
安
全
の
た
め
未
成
年
者
に
は
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ

う◎
請
求
を
さ
れ
て
も
代
金
を
支
払
う
前

に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い

ネ
ッ
ト
で
多
額
の
請
求
が･･･

保
護
者
は
次
の
こ
と
に
注
意
を

◎
子
ど
も
に
危
険
な
場
所
を
教
え
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
は
行
か
せ
な
い

◎
一
緒
に
い
て
も
油
断
せ
ず
、
子
ど
も
か

ら
目
を
離
さ
な
い

◎
他
の
家
の
人
と
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
、

行
き
先
・
帰
宅
時
間
・
同
行
者
を
確
認

◎
河
川
で
は
急
に
水
か
さ
が
増
し
た
り
、

流
れ
が
速
く
な
る

地
域
の
人
は
次
の
こ
と
に
注
意
を

◎
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を

見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
や
め
さ
せ
る

◎
地
域
ぐ
る
み
で
河
川
や
た
め
池
な
ど
の

危
険
箇
所
を
点
検
し
、
危
険
防
止
措
置
を

図
る
よ
う
に
管
理
者
な
ど
へ
申
し
入
れ
る
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今
年
の
特
定
健
診
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

消
防
署
だ
よ
り

問
市
消
防
本
部�

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
９

花
火
・
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う

無
料
健
診
に
50
歳
が
追
加

　
50
歳
（
昭
和
38
年
４
月
１
日
～
昭
和
39

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
方
無
料
。

　
40
歳
（
昭
和
48
年
４
月
１
日
～
昭
和
49

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
と
60
歳
（
昭
和
28

年
４
月
１
日
～
昭
和
29
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）
の
方
も
無
料
。

個
別
健
診
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
集
団
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
個

別
健
診
（
市
内
16
の
医
療
機
関
で
受
診
可

能
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

レ
デ
ィ
ー
ス
健
診（
女
性
限
定
・
要
予
約
）

日
程
　
７
月
27
日（
土
）

会
場
　
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

日
曜
健
診

日
程
　
①
10
月
27
日（
日
）
②
11
月
17
日

（
日
）
③
11
月
24
日（
日
）

会
場
　
①
③
は
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
、

②
は
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
健
診
結
果
で
は
、
血
圧
・
血
糖
値
が
高

い
人
が
半
数
以
上
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
血
圧
や
血
糖
が
高
い
状
態
が
長
く
続
く

と
腎
臓
も
弱
っ
て
き
ま
す
。

　
西
予
市
で
は
「
高
血
圧
」
と
「
糖
尿
病
」

の
予
防
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

※
新
し
く
腎
臓
の
検
査
も
加
わ
り
ま
し
た

保
健
だ
よ
り

問
市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課

�

☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
７

ま
し
ょ
う
。

火
遊
び
に
よ
る
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

◎
子
ど
も
だ
け
残
し
て
外
出
し
な
い

◎
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど
も
の
手
の

届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い

◎
子
ど
も
だ
け
で
火
を
取
り
扱
わ
せ
な
い

◎
火
遊
び
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
注

意
を
す
る

◎
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
火
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
教
え
る

　
火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
、
真
っ
先
に
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
子
ど
も
た
ち
で

す
。
子
ど
も
の
火
遊
び
で
「
ま
さ
か
」
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃

か
ら
火
災
の
恐
ろ
し
さ
と
予
防
の
大
切
さ

を
教
え
、
理
解
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
時
　
８
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

会
場
　
西
予
市
役
所
５
階 

大
会
議
室

受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
月
）
～
８
月
９
日
（
金
）

　
夏
の
風
物
詩
、
花
火
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
楽
し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
気
楽
に
楽
し
め
る
花
火
も
取
り

扱
い
を
誤
る
と
、
火
災
や
火
傷
な
ど
の
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

花
火
を
安
全
に
遊
ぶ
ポ
イ
ン
ト

◎
気
象
条
件
を
考
え
、
風
の
強
い
と
き
は

花
火
を
し
な
い

◎
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、
広
く
て
安

全
な
場
所
を
選
ぶ

◎
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ

◎
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事
項
を
必

ず
守
る

◎
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び
終
わ
っ
た

花
火
は
必
ず
水
に
つ
け
る

　
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
大

人
の
い
な
い
と
き
や
人
目
に
つ
き
に
く
い

場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
こ
の
た
め
火
災
の
発
見
が
遅
れ
、

初
期
消
火
が
困
難
と
な
り
、
火
災
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
親
や
周
り
の
大
人
が
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
を
払
い
な
が
ら
、
子
ど
も
に
対
し
て

火
の
恐
ろ
し
さ
や
防
火
の
知
識
を
教
育
し
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が
あ
り
ま
す
。

②
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　
農
地
の
所
有
者
が
農
地
を
農
地
以
外
に

転
用
す
る
場
合
（
第
４
条
転
用
）
、
農
地

を
持
た
な
い
人
が
農
地
を
買
っ
た
り
借
り

た
り
し
て
転
用
す
る
場
合
（
第
５
条
転

用
）
の
い
ず
れ
も
、
農
業
委
員
会
経
由
で

知
事
の
許
可
（
４
㌶
を
超
え
る
場
合
は
農

林
水
産
大
臣
の
許
可
）
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

③
和
解
の
仲
介
を
申
し
立
て
る
と
き

　
農
地
の
利
用
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生

農
業
委
員
38
人
が
決
定
　
　
　
　
　
　
市
役
所 

農
業
委
員
会
☎
０
８
９
４(

62)

６
４
１
７

　
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
立
候
補
受

付
が
４
月
14
日
、
西
予
市
役
所
で
行
わ

れ
、
各
選
挙
区
と
も
無
投
票
と
な
り
選
任

委
員
と
合
わ
せ
て
38
人
の
農
業
委
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
農
業
委
員
ま
で
連
絡
を

①
農
地
の
権
利
を
設
定
・
移
転
す
る
と
き

　
農
地
ま
た
は
採
草
放
牧
地
の
所
有
権
、

賃
借
権
、そ
の
ほ
か
の
使
用
収
益
権（
地
上

権
、永
小
作
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利

な
ど
）
を
設
定
ま
た
は
移
転
す
る
と
き

は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
る
必
要

じ
た
場
合
、そ
の
当
事
者
双
方
ま
た
は
一
方

か
ら
和
解
の
仲
介
の
申
し
立
て
が
あ
っ
た

と
き
は
、農
業
委
員
が
仲
介
を
行
い
ま
す
。

市
内
農
地
の
現
地
確
認
実
施
中

　
遊
休
農
地
を
把
握
し
、
農
地
の
違
反
転

用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
市
で
は
６
月
か

ら
11
月
ま
で
の
６
カ
月
を
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）
月
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
農
業
委
員
に
よ
る
市
内

農
地
の
現
地
確
認
を
行
い
、
実
態
把
握
に

努
め
ま
す
。

市
役
所 
農
業
委
員
会
☎
０
８
９
４(

62)

６
４
１
７

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
の
備
え
は
万

全
で
す
か
。
国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な

い
老
後
の
家
計
費
を
補
う
た
め
に
、
農
業

者
年
金
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
要
件

　
次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
人
。

な
お
、
農
地
の
権
利
名
義
も
条
件
に
な
っ

て
い
な
い
た
め
畜
産
や
施
設
経
営
の
農
業

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
農
業
に
60
日
以
上
、
常
時
従
事
し
て
い

る
人

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

①
少
子
高
齢
化
に
強
い
積
み
立
て
方
式
の

年
金

②
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
障
付
き

③
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象

④
手
厚
い
政
策
支
援
が
あ
り
、
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

保
険
料

　
月
額
２
万
円
～
６
万
７
、０
０
０
円
の

範
囲
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
、
い
つ
で
も
変
更
可
能
。

　
農
業
の
担
い
手
に
は
政
策
支
援
と
し

て
、
国
か
ら
保
険
料
の
一
部
（
最
大
50
％

の
１
万
円
）
が
補
助
（
最
大
20
年
）
あ

り
。 農

業
者
年
金
で
老
後
の
備
え
を

委 員 名 担 当 地 区

明
　
浜

西森　真一郎 俵津
川越　文憲 渡江、狩浜
山村　庄三 高山、田之浜
岩井　郁子 宮野浦（議会推薦）

宇
　
　
　
　
和

別宮　淳二
久保、信里、東多田、瀬戸、河内
伊延東･西、岡山

三瀬　研次 大江、加茂、坂戸
坪田　信義 田苗、真土
松浦　愛子 杢所、清沢（議会推薦）
片山　稔 小原、岩木
中野　英一 郷内（農業共済推薦）
松末　正 山田、西山田、仁土
河野　哲 卯之町、鬼窪、伊賀上　

酒井　豊嗣
上松葉、下松葉、永長、小野田
野田、久枝、神領

佐藤　一廣 明石、新城
清家　富久 常定寺、窪、伊崎、平野、田野中
河野　優 稲生、皆田、下川、明間　

野
　
　
　
　
村

井上　治宣 野村、阿下
平田　将三 野村
熊谷　琢磨 野村（議会推薦）
増田　満永 阿下、釜川

宇都宮　利文
白髭、松渓、鳥鹿野、旭、長谷
四郎谷、河西

神岡　静夫 富野川、高瀬、平野
篠藤　嘉彦 片川、蔵良、平野
三瀬　通忠 中通川、大西、鎌田
松井　律子 栗木、西（ＪＡ推薦）
岡中　勝彦 予子林、坂石
高木　直成 舟戸、惣川、小松、大野ヶ原

城
　
川

上山　善喜 遊子谷、野井川
泉原　猛男 土居、古市、窪野� ◎
金寄　長志 高野子、川津南
一宮　重紀 嘉喜尾、下相、男河内
志波　豊 魚成（土地改良区推薦）
赤松　弥男 田穂、魚成

三
　
瓶

竹田　正夫 朝立、津布理、安土、有網代
菊池　マキ子 和泉、鴫山（議会推薦）� ○
井上　德年 垣生、二及、長早、周木
酒井　信彦 有太刀、蔵貫浦、蔵貫　
松本　信昭 皆江、下泊（ＪＡ推薦）

担当地区別　農業委員名簿
◎会長、○会長職務代理者� （敬称略）
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保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
連
絡
を

　
現
在
お
手
元
に
あ
る
保
険
証
（
薄
桃

色
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
（
水
）
で

す
。
新
し
い
保
険
証
（
青
色
）
は
、
７
月

下
旬
に
郵
送
で
届
き
ま
す
。

　
８
月
直
前
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合

や
、不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
８
月
以
降
に
新
た
に
75
歳
に
な
る
人
の

保
険
証
は
、
誕
生
日
の
前
月
に
郵
送
し
ま

す
。

保
険
証
が
届
い
た
ら
確
認
す
る
こ
と

　
住
所
・
氏
名
や
一
部
負
担
割
合
な
ど

を
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
も
７
月
31
日（
水
）

　
現
在
保
有
し
て
い
て
、
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
に
は
、
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒

に
お
届
け
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
に
該
当
す
る
場
合

お
よ
び
新
規
に
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、

後
期
高
齢
者 

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す 

市
役
所 

市
民
課
☎
０
８
９
４(

62)

６
４
０
５

申
請
が
必
要
で
す
。

交
付
要
件

◎
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◎
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
あ
る
こ
と

保
険
料
の
通
知
書
が
届
き
ま
す

　
平
成
25
年
度
の
「
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」を
７
月
下
旬
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。
保
険
料
の
算
出
方
法
な
ど
は
、「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
の
裏
面
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

納
め
方
が
変
更
に
な
る
場
合
も

　
保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る「
普
通
徴
収
」

の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
前
年
と
納
付
方

法
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
の

で
、
７
月
下
旬
に
届
く
平
成
25
年
度
の
保

険
料
額
決
定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
保
険
証
と
一
緒
に
お
送
り
す

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宇
和
島
年
金
事
務
所
☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

　
平
成
25
年
４
月
分
か
ら
26
年
３
月
分
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
５
、０

４
０
円
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
国
民
年
金
保
険
料

を
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
人

に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り

早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

７
月
は
免
除
更
新
月
で
す

　
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険

料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
は
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
を
基
準
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
の
期
間
は
７
月
～
翌
年
６
月
の
１

年
間
で
す
。
期
間
が
終
了
す
る
人
に
は
納

付
書
が
届
き
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
を
希

望
す
る
人
は
市
役
所
ま
た
は
宇
和
島
年
金

事
務
所
に
て
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
前
年
申
請
の
際
に「
継
続
申
請
」を
希
望

さ
れ
て
い
た
人
で
、
今
年
は
却
下
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
一
部
免
除
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
免
除
期
間
は
年
金
額
計
算
の
際
に
、
一

定
の
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い

市
役
所 

企
画
調
整
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
（
水

力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
枠
）
を
活

用
し
、
平
成
24
年
度
事
業
で
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車（
軽
四
輪
）１
台
を
購
入

し
、
市
消
防
団
惣
川
分
団
第
３
部
に
配
備

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
操
作
性
、
安
全
性
が
向
上

し
、
地
域
消
防
の
強
化
充
実
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
３（
３
４
４
３
）７
８
５
５

　
年
齢
、
性
別
、
学
歴
な
ど
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
受
験
可
能
。

平
成
25
年
度 

第
一
次
試
験
日
程

　
９
月
28
日（
土
）

会
場
　
全
国
各
地

受
験
申
込
期
間

　
７
月
１
日（
月
）～
８
月
５
日（
月
）

※
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
受
験
要
項
あ
り

消
防
施
設
を
整
備

消
費
生
活
専
門
相
談
員 

資
格
試
験

８
月
１
日（
木
）か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
（
青
色
）
に
変
更

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
届
く

保
険
料
額
決
定
通
知
書
が
郵
送
で
届
く
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③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談
・
指
導

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
感
じ
て
い
る

労
働
者
に
対
し
て
、
医
師
ま
た
は
保
健
師

に
よ
る
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す

④
長
時
間
労
働
者
へ
の
面
接
指
導

　
時
間
外
労
働
が
長
時
間
に
お
よ
ぶ
労
働

者
に
対
し
て
、
疲
労
の
蓄
積
状
況
の
確
認

な
ど
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
い
ま
す

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

　
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に
利
用
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
愛
媛
労
働
局
健
康
安
全
課
（
松
山
市
若

草
合
同
庁
舎
）

☎
０
８
９（
９
３
５
）５
２
０
４

　
八
幡
浜
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
（
八

幡
浜
医
師
会
館
内
）

☎
０
８
０（
５
９
５
２
）８
５
１
４

　
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働

者
数
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
の
事
業

者
や
小
規
模
事
業
場
で
働
く
人
を
対
象
と

し
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
た

保
健
指
導
な
ど
の
産
業
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
提
供
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取

　
異
常
の
所
見
が
あ
っ
た
労
働
者
に
対
し

て
、
そ
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
に
つ
い
て
、
医
師
か
ら
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す

②
有
所
見
者
の
保
健
指
導

　「
血
中
脂
質
検
査
」「
血
圧
の
検
査
」「
血

糖
検
査
」「
尿
中
の
糖
の
検
査
」「
心
電
図

検
査
」
の
項
目
に
異
常
が
あ
っ
た
労
働
者

に
対
し
て
、
医
師
ま
た
は
保
健
師
が
日
常

生
活
で
の
指
導
や
健
康
管
理
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す

中
小
企
業
で
働
い
て
い
る
人
が
対
象

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
０
８
９(

９
２
７)

７
１
１
７

　
不
妊
の
原
因
、
不
妊
症
の
検
査
・
治

療
、
不
妊
治
療
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機

関
の
情
報
、
主
治
医
や
医
療
機
関
に
対
す

る
不
満
、
世
間
の
偏
見
や
無
理
解
に
よ
る

不
満
、
家
族
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
愛
媛

県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
不
妊
に

関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
相
談

　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
～
４
時
。
保

健
師
な
ど
が
担
当

面
接
相
談

　
月
１
回
実
施（
完
全
予
約
制
）。
不
妊
相

談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
医
師
、
助
産
師
が
対

応
。
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
確
認
く
だ
さ
い
。

予
約
時
間
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
～

４
時
で
す
。

面
接
相
談
場
所

　
愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
１
階

※
相
談
は
無
料

不
妊
相
談

八
幡
浜
保
健
所�

健
康
増
進
課�

☎
０
８
９
４(

22)

４
１
１
１

　
女
性
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
に

つ
い
て
（
思
春
期
の
子
ど
も
の
相
談
も
含

め
て
）
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
、
避
妊
、
不
妊
、
更
年
期
や
婦
人

科
疾
患
、
育
児
の
悩
み
な
ど
、
女
性
特
有

の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
面
接
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
月
第
３
火
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所

　
八
幡
浜
保
健
所
（
南
予
地
方
局 

八
幡

浜
支
局
内
）

担
当
者
　
保
健
所
医
師
、
保
健
師

女
性
の
健
康
相
談

がんばれ�せいよのアスリート！
アーティスト！

　「田之筋カルタ」にも登場する宇和
町最高峰の大判山。皆さんに親しんで
もらえるよう、登山道には安全のため
の鎖を、山頂には説明板を設置しました。
　多くの方に田之筋を知ってもらい、
佐田岬まで一望できる山頂の景色を楽
しんでいただきたいです。

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

田之筋地区地域づくり協議会
(宇和町田之筋地区)

大判山整備事業

　多様な世代の住民が交流できる機会
を設けようと「垣生お薬師ふれあい祭
り」を開催。桜を眺めながらの甘茶接
待、地域の特産品や駄菓子販売、お楽
しみ抽選会などを実施しました。

にきぶ地域づくり会
(三瓶町二木生地区)

世代間交流事業

第11回聞き書き甲子園〈写真部門〉
優秀賞︰山西 彩瑛（宇和高３）

アーティスト部門

野村町青年農業者連絡協議会が
最優秀賞

第49回愛媛県若い農業経営者大会
〈地区別事例発表〉「有害獣の生態調
査と箱おりの試作実証～有害獣の習性
と捕獲技術の修得を目指して～」
最優秀賞︰野村町青年農業者連絡協議会

2013　７月 14

せ
い
よ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介 

市
役
所 

企
画
調
整
課
☎
０
８
９
４(

62)

６
４
０
３

給
水
人
口
の
減
少 

市
役
所 

水
道
課
☎
０
８
９
４(

62)

６
４
１
１

　
こ
の
と
こ
ろ
水
の
需
要
は
、
減
少
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
に
よ
り
人
口
が
減
少
し
、

そ
れ
に
伴
い
給
水
人
口
（
給
水
区
域
内
に

居
住
し
、
水
道
で
給
水
を
受
け
て
い
る
人

口
）
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た

節
水
型
生
活
環
境
へ
の
変
化
な
ど
も
減
少

の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
末
に
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し

た
平
成
52
年
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、

西
予
市
の
人
口
予
想
は
２
５
、２
４
２
人
。

現
在
の
６
割
程
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
水
道
使
用
量
の
減
少
傾
向
は
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
固
定
費
が
大
部
分
を
占
め

る
装
置
産
業
で
す
。
そ
の
た
め
、
給
水
量

の
減
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
費
用
は
そ

れ
に
比
例
す
る
ほ
ど
減
少
し
な
い
と
い
う

特
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
給
水
量
の
減
少
は
直
接
的
に
料
金

収
入
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
経
営
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
心
・
安
全
な
水
道

水
を
安
定
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
中
長
期
的
な
収
支
見
通
し
に
沿
っ

て
適
切
な
水
道
料
金
算
定
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「５月１日から『せいよ地域おこし協力隊』と

して着任しました。

　高校卒業までを西予市で過ごし、その後は大

阪・埼玉で生活をしていました。４年間西予市か

ら離れていたので、いろいろな変化を感じたり、

また新たな発見もたくさんあると思います。多く

の人と交流し、関わり合いを持ちながら協力隊と

しての活動ができればと思っています。

　観光や特産品分野に関して未熟な部分もありま

すが、西予市の魅力を多くの人に伝えることがで

きるようにがんばります」

　「生まれは九重連山、英彦山、耶馬渓にもほど

近い大分県玖珠町（くすまち）です。

　玖珠町は村上水軍の末裔、久留島武彦の生誕地

でもあります。また、大分県と愛媛県は宇和海と

豊後水道を挟んでお隣同士です。

　学生時代には福岡県で、市民団体の立場から環

境・景観保全などを通してまちづくりのお手伝い

をしていました。

　この経験を生かして、西予市の地域づくりに貢

献していきますので、どうぞよろしくお願いしま

す」

氏名
井上 莉奈

いのうえ・りな

配属先
　野村支所 総務課

　（特産品振興担当）

出身　西予市宇和町

年齢　22歳

趣味　買い物、旅行

氏名

森山 真一

もりやま・しんいち

配属先
　城川支所 総務課

　（移住・交流促進担当）

出身　大分県玖珠町

年齢　26歳

趣味　登山、生き物観察
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市
役
所�

企
画
調
整
課�

☎
０
８
９
４(

62)

６
４
０
３

　
西
予
市
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
使
用
料

徴
収
業
務
委
託
業
者
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
）
第
１
５
８
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
歳
入
の
徴
収
事
務
に
つ
い

て
次
の
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

企
画
調
整
課
か
ら

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ�

☎
０
８
９(

９
１
３)

８
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
９（
９
１
３
）８
６
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w.ai-w

ork.jp

　
県
内
企
業
60
社
ほ
ど
が
参
加
す
る
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催
。
要
履
歴
書
。

日
時
　
７
月
４
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
12
時
30
分（
新
規
大
卒
者

な
ど
）
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
若
年

求
職
者
）

会
場
　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
県
民
文
化
会
館
）

対
象
者

　
新
規
大
卒
者（
平
成
26
年
３
月
大
学
等

卒
業
予
定
者
、
平
成
23
年
３
月
以
降
大
学

等
卒
業
者
）、
若
年
求
職
者（
45
歳
未
満
）

若
年
求
職
者 

合
同
就
職
面
接
会

市
教
育
委
員
会�

文
化
体
育
振
興
課�

☎
０
８
９
４(

62)

６
４
１
６

　
西
予
市
に
は
３
０
０
カ
所
を
超
え
る
遺

跡
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
７
割
を

超
え
る
遺
跡
が
宇
和
盆
地
に
集
中
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
稲
作
が
伝
わ
っ
た
弥
生
時
代
、
首

長
や
有
力
者
の
墓
が
築
か
れ
る
古
墳
時

代
、
古
代
国
家
の
地
方
支
配
が
始
ま
る
奈

良
～
平
安
時
代
な
ど
各
時
代
の
遺
跡
が
連

綿
と
営
ま
れ
て
お
り
、
宇
和
盆
地
が
古
く

か
ら
南
予
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
発

掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
位
置
と
簡
単
な
解

説
を
つ
け
た
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
遺

跡
散
策
や
歴
史
学
習
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
地
図
は
文
化
体
育
振
興
課
の
ほ
か
、
市

役
所
受
付
、
市
内
各
公
民
館
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

遺
跡
マ
ッ
プ
を
刊
行

市
福
祉
事
務
所�

高
齢
福
祉
課�

☎
０
８
９
４(

62)

６
４
０
６

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
18
歳
未
満
の
難
聴
児
を
対
象
に
、
言

語
能
力
の
健
全
な
発
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
目
的
と
し
て
「
軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
給
付
事
業
」
が
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
補
聴
器
の
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人

は
、
必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

軽
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
を
給
付

八
幡
浜
保
健
所�

☎
０
８
９
４(

22)

４
１
１
１

　
八
幡
浜
保
健
所
で
は
、
保
健
師
に
よ
る

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」（
無
料
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
者

　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り

本
人
お
よ
び
そ
の
ご
家
族

実
施
日
時

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時

申
込
方
法

　
電
話
相
談
（
随
時
）、
来
所
相
談
（
電

話
予
約
）

実
施
場
所

　
原
則
と
し
て
八
幡
浜
保
健
所
相
談
室

（
南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
１
階
《
八
幡

浜
市
北
浜
１
丁
目
３
番
37
号
》）

※
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
き
こ
も
り
相
談

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
８
９(

９
２
３)

８
５
４
４

　
平
成
25
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
方
が
学
ん
で
お
り
、
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
　
８
月
31
日（
土
）ま
で

※
資
料
無
料
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

放
送
大
学
10
月
生
募
集

委託した歳入の種類および事務 委託先の氏名および住所　　　　　　　　　 
（法人の場合は名称､所在地および代表者氏名） 委託期間

西予市生活交通路線巡回バス使用料
宇和島自動車株式会社（宇和島市錦町３番22号）
代表取締役　廣瀨　了

平成25年４月
１日～平成26
年３月31日

西予市生活福祉バス使用料

明陽タクシー有限会社（西予市野村町野村12号760番地３）
代表取締役　森田　百代

平成25年４月
１日～平成26
年３月31日

魚成タクシー有限会社（西予市城川町魚成3616番地）
代表取締役　冨永　満美

平成25年４月
１日～平成26
年３月31日

城川町有代替自動車使用料

魚成タクシー有限会社（西予市城川町魚成3616番地）
代表取締役　冨永　満美

平成25年４月
１日～平成25
年９月30日

有限会社　土居どろんこタクシー（西予市城川町古市2040番地１）
代表取締役　大森　元利

平成25年４月
１日～平成25
年９月30日

西予市生活交通バス
有限会社　惣川（西予市野村町惣川283番地１）
代表取締役　浅川　圭介

平成25年４月
１日～平成26
年３月31日

2013　７月 16

社
会
福
祉
法
人
の
職
員
募
集
（
平
成
26
年
度
採
用
）

　
車
い
す
介
助
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験

な
ど
を
通
じ
て
、
夏
休
み
に
介
護
や
福
祉

に
つ
い
て
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
25
年
度
愛
媛
県
「
三
浦
保
」
愛
基

金
活
用
事
業
で
す
。

見
学
場
所

　
県
在
宅
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー（
松
山
市

末
町
）、
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
持
田
町
）

参
加
対
象
　
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
40
人

参
加
料
　
無
料
（
昼
食
代
な
ど
は
各
自
）

実
施
日

　
松
山
発
着
コ
ー
ス
、
南
予
発
着
コ
ー
ス
あ
り

松
山
発
着
コ
ー
ス

　
７
月
25
日（
木
）
午
前
10
時
40
分

　
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
発

南
予
発
着
コ
ー
ス

　
８
月
５
日（
月
）
午
前
９
時
20
分

　
Ｊ
Ｒ
卯
之
町
駅
発

申
込
方
法

　
所
定
の
参
加
申
込
書
を
郵
送
。
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
。
先
着
順
、

７
月
19
日（
金
）必
着
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県 

長
寿
介
護
課
☎
０
８
９（
９
１
２
）２
３
３
８

〒
７
９
０－

８
５
７
０ 

愛
媛
県
庁 

長
寿
介
護
課

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
９
（
９
３
５
）
８
０
７
５

Ｅ
メ
ー
ル
：choujukaigo@

pref.ehim
e.jp

「
介
護
を
学
ぼ
う
」
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

市
社
会
福
祉
協
議
会�

宇
和
支
所�

☎
０
８
９
４(

62)

３
７
７
０

親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場

　
親
子
で
人
形
劇
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

　「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ 

じ
ぷ
た
」と

「
ず
ん
ず
ん
！
ず
ん
ず
ん
！
」
を
上
演
。

日
時
　
７
月
14
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分（
開
場
）、
午
後
２
時
～

３
時（
上
演
）

会
場
　
宇
和
児
童
館
「
う
わ
っ
こ
」（
宇

和
町
神
領
５
２
９
番
地
１
）

入
場
料
　
無
料

出
演
　「
人
形
劇
団
あ
っ
け
ら
か
ん
」

　「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ 

じ
ぷ
た
」

　
ち
び
っ
こ
消
防
自
動
車
の
じ
ぷ
た
は
、

は
し
ご
車
の
の
っ
ぽ
く
ん
た
ち
に
か
ら
か

わ
れ
て
ば
か
り
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
と

な
り
村
の
山
小
屋
が
火
事
に
な
り
…
。

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

　
ゲ
ー
ム
の
中
の
世
界
を
舞
台
に
、
悪
役

を
演
じ
る
こ
と
に
疲
れ
た
男
と
、
孤
独
な

少
女
の
出
会
い
と
冒
険
を
描
い
た
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
ア
ニ
メ
「
シ
ュ
ガ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
」

を
上
映
。

日
時
　
７
月
21
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分（
開
場
）、
午
後
１
時
30

分
～
３
時
15
分（
１
回
上
映
の
み
）

会
場
　
宇
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
（
宇
和

町
卯
之
町
三
丁
目
４
４
４
番
地
）

入
場
料
　
無
料

親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場
・
映
画
会

〒797－1212 西予市野村町野村8－479－1

☎0894（72）0826

ホームページ：http://www.nomura-f.jp/

介護職員・生活支援員（正職員 若干名）
　昭和59年４月２日以降に生まれた人で、大学・

短大・専門学校の卒業（見込み）者が対象。

受付期間　７月１日（月）～26日（金）※消印有効

試験　８月４日（日）、教養試験・作文・面接

看護師・理学療法士（正職員 各１名）
　昭和29年４月２日以降に生まれた人で、免許資

格の保有者が対象。

受付期間　７月１日（月）～26日（金）※消印有効

試験　８月４日（日）、作文・面接

介護職員・生活支援員（正職員 若干名）
　昭和59年４月２日以降に生まれた人で、高校卒

業（見込み）者が対象。

受付期間　９月１日（日）～27日（金）※消印有効

試験　10月６日（日）、教養試験・作文・面接

試験会場　障害者支援施設�野村育成園

応募方法　受験申込書ほか指定様式（法人事務局

またはホームページで取得）書類あり。詳細は上

記連絡先に問い合わせ。

〒797－0020 西予市宇和町久枝甲1434－1

☎0894（62）3773

ホームページ：http://www.seiyofukushi.com/

職種（正職員、准職員、パート職員）
　介護職員15名程度、看護職員７名程度、保育士12名程

度、支援員５名程度、理学・作業療法士２名程度、居宅

介護支援専門員２名程度　※障がい者選考１名程度

受付期間　〈前期〉７月５日（金）まで�※必着

〈後期〉８月26日（月）～９月20日（金）※必着

試験日程
◎第一次試験（面接、作文、一般常識）

〈前期〉７月14日（日）　〈後期〉９月29日（日）

　前期または後期の合格者は准職員として採用。その中

から法人指定資格保有者（見込み可）は第二次試験の受

験が可能。

◎第二次試験（面接、作文）

　11月17日（日）合格者は正職員として採用

試験会場　特別養護老人ホーム松葉寮

受験資格　高校卒業以上で、（准）看護師および保育士、

理学・作業療法士、居宅介護支援専門員は有資格者（取

得見込み可）。支援員と介護職員は資格を問わない。

応募方法　受験申込書（法人事務局またはホームページ

で取得）による。詳細は上記連絡先に問い合わせ。

野村町社会福祉協会 西予総合福祉会
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侘わ
び

住ず

み
の
朝あ

さ

餉げ

清す
が

し
き
花
蜜
柑

�

市
川
二
三
女

能
舞
台
月
に
届
け
と
笛
を
吹
く

�

犬
塚
　
都
古

宇
和
は
ご
の
木
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

生
き
も
の
の
息
づ
く
棚
田
五
月
来
ぬ

�
宇
都
宮
さ
よ

風
吹
い
て
芍し

ゃ
く
や
く薬

の
花
讀よ

み
切
れ
ず

�
西
川
　
幸
子

植
田
す
み
水
の
匂
ひ
の
夜よ

を
眠
る

�

宮
本
　
純
子

山
田
よ
も
ぎ
句
会

椎し
い

若わ
か

葉ば

山や
ま

襞ひ
だ

重
ね
遠
き
景け

い�

竹
口
ミ
サ
コ

湯
け
む
り
に
襟
足
白
き
春
の
宵

�

今
岡
　
春
市

新
茶
く
む
今
の
暮
ら
し
に
感
謝
し
て

�

土
居
　
準
子

笹
句
会

佐
田
岬
果
て
の
集
落
畑
打
つ�

竹
田
　
佐
保

山
里
に
嬰や

や

の
生
ま
れ
て
聖せ

い

五ご

月が
つ

�

芝
元
　
孝
子

こ
の
浦
も
春
祭
ら
し
幟の

ぼ
り

立
つ

�

清
家
　
幸
子

い
ず
み
句
会

小
島
ま
で
歩
け
る
道
よ
汐し

お

干ひ

潟が
た

�

山
本
　
文
枝

地
方
紙
に
包
み
筍
東
京
へ�

源
　
　
昭
子

現
れ
し
干
潟
の
島
を
繋
ぎ
を
り

�

山
本
　
照
美

野
村
俳
句
会

さ
く
ら
今
逆
さ
に
寫う

つ

し
ダ
ム
湖
畔

�

高
橋
　
厚
美

母
の
日
や
佛
間
の
寫し

ゃ

真し
ん

若
か
り
し

�

中
川
眞
喜
雄

内
子
路
の
牡
丹
桜
を
通
り
過
ぐ

�

清
水
タ
ツ
子

市
役
所 

政
策
秘
書
室�

☎
０
８
９
４(

62)

５
０
０
０

　
日
本
初
の
産
科
女
医
と

な
っ
た「
楠
本
イ
ネ
」を
輩

出
し
た
ま
ち
と
し
て
、
医

学
研
究
や
医
療
活
動
に
活
躍
す
る
女
性
を

奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
西
予
市
お

イ
ネ
賞
事
業
」を
昨
年
同
様
実
施
し
ま
す
。

　
お
知
り
合
い
に
女
性
医
師
、
女
子
医
学

生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
全
国
の
女
性
医
師
と
女
子
医
学
生

懸
賞
作
文

　「
医
師
部
門
」
と
「
医
学
生
部
門
」
に
分

け
て
審
査
、
表
彰（
副
賞

︰

医
学
研
究
費
）

作
文
テ
ー
マ

　
希
望
す
る
方
を
選
択
。作
文
題
名
は
自
由
。

①
女
性
医
師
（
女
子
医
学
生
）
が
思
う

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
▼
②
女
性
医
師

（
女
子
医
学
生
）
か
ら
み
た
産
科
医
療

応
募
期
限
　
８
月
31
日（
土
）
※
当
日
消

印
有
効

表
彰
式

　
10
月
27
日（
日
）、
県
歴
史
文
化
博
物
館

（
午
後
１
時
30
分
開
演
）
表
彰
式
後
、
イ

ネ
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
。

提
出
先
（
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
）

　
〒
７
９
７－

８
５
０
１ 

愛
媛
県
西
予
市

宇
和
町
卯
之
町
三
丁
目
４
３
４
番
地
１ 

西
予
市
役
所 

政
策
秘
書
室

Ｅ
メ
ー
ル：seisakuhisho@city.seiyo.ehim

e.jp

お
イ
ネ
賞 

懸
賞
作
文
募
集

県
庁 

交
通
対
策
課�

☎
０
８
９(

９
１
２)

２
２
５
２

　
６
月
11
日
か
ら
、
新
た
に
国
内
線
Ｌ
Ｃ

Ｃ（
格
安
航
空
会
社
）

が「
松
山

－

成
田
」間

に
就
航
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
国
際

線
へ
の
乗
り
継
ぎ
や

千
葉
、
茨
城
な
ど
北

関
東
へ
の
移
動
が
便

利
に
な
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の

羽
田
線
に
加
え
て
首
都
圏
へ
の
移
動
に
新

た
な
選
択
肢
が
加
わ
り
ま
す
。

中
四
国
初
！
国
内
線
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
就
航

県
庁 

地
域
政
策
課�

☎
０
８
９(

９
１
２)

２
２
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：０
８
９（
９
１
２
）２
９
６
９

Ｅ
メ
ー
ル
：yum

e-teian@
pref.ehim

e.jp

　「
県
の
決
ま
り
を
変
え
て
く
れ
た
ら
、

も
っ
と
地
域
に
役
立
つ
事
業
が
で
き
る
の

に
…
」と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
県
で
は
、
規
制
緩
和
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
地
域
を
応
援
す
る
「
え
ひ
め

夢
提
案
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

提
案
方
法

　
６
月
30
日
（
日
）
ま
で
に
所
定
様
式
を

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。
様
式
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
「
夢
提
案
」
で
検
索
。

え
ひ
め
夢
提
案
制
度 

提
案
募
集

国
土
交
通
省 

野
村
ダ
ム
管
理
所�

☎
０
８
９
４(

72)

１
２
１
１

　
国
土
交
通
省
お
よ
び
林
野
庁
で
は
、
森

や
ダ
ム
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
７
月
21
～
31
日
を
「
森
と
湖
に
親
し

む
旬
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旬
間
に
野
村
ダ
ム
管
理
所
で
は
、

ダ
ム
見
学
（
全
４
回
）
を
実
施
し
、
普
段

目
に
す
る
こ
と
の
な
い
ダ
ム
堤
体
内
を
ご

案
内
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
生
生
物
調
査
を
肱
川
（
明
間

地
区
・
昭
和
橋
右
岸
側
）
で
実
施
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
水
生
生
物
の
採
取
、
生
物

種
類
の
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
取
り
ま
と
め
や
判
定
に
は
専
門
家
の
協

力
を
予
定
）。

水
生
生
物
調
査

日
時
　
７
月
24
日（
水
）

集
合
場
所
　
昭
和
橋
右
岸
側（
宇
和
町
明
間
）

集
合
時
間
　
午
後
１
時
30
分

ダ
ム
見
学
会

日
時
　
７
月
30
日（
火
）・
31
日（
水
）

集
合
場
所
　
野
村
ダ
ム
管
理
所

出
発
時
間

　
第
１
回
▼
30
日（
火
）
午
前
10
時

　
第
２
回
▼
30
日（
火
）
午
後
１
時
30
分

　
第
３
回
▼
31
日（
水
）
午
前
10
時

　
第
４
回
▼
31
日（
水
）
午
後
１
時
30
分

野
村
ダ
ム
見
学
会
・
水
生
生
物
調
査
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漢
詩

宇
和
清
流
吟
社�

二
宮
　
　
覚

夏か

日じ
つ

、
日ひ

振ぶ
り

島じ
ま

に
遊
ぶ

宇
和
の
海か

い

洋よ
う

行こ
う

路ろ

難が
た

し

軽
舟
越
え
得
た
り
幾
波は

瀾ら
ん

曽か

つ
て
岩
上
に
號ご

う

す
是そ

れ
純す

み

友と
も

睥へ
い

睨げ
い

せ
し
は
三
崎
と
豊
後
灘

川
柳

川
柳
「
城
の
和
」

何
食
わ
ぬ
顔
で
答
案
盗
み
見
る

�

芝
　
　
昭
彦

空
き
家
に
も
一
声
か
け
て
花
盗
む

�

川
原
　
重
子

近
頃
の
子
供
は
柿
を
盗
ま
な
い

�

大
崎
　
五
葉

短
歌

中
川
短
歌
会

若
き
日
は
若
き
な
や
み
あ
り
老
い
た
れ
ば
老

い
の
哀
し
み
現う

つ
つ実
と
い
ふ
は 

末
光
　
翠
峰

静
も
れ
る
関せ

き

地じ

の
水お

面も

に
影
う
つ
す
万ば

ん

朶だ

の
櫻は

花な

は
今
さ
か
り
な
り 

上
甲
ヤ
ヱ
コ

ゆ
れ
な
が
ら
一
人
立
ち
す
る
曾
孫
は
母
に

向
い
て
一
歩
ふ
み
だ
す 

三
好
　
　
勇

俳
句

田
之
浜
俳
句
会

大お
お

梁は
り

に
巣
を
掛
け
燕
よ
く
出
入
り

 

中
山
　
萬
綱

五
月
晴
れ
シ
ル
バ
ー
会
の
宮
掃
除

 

山
本
つ
る
子

錦
帯
橋
上の

ぼ

り
下お

り
す
る
風
薫
る

 

二
宮
八
千
代

た
わ
ら
ご
俳
句
会

河ふ

豚ぐ

喰
う
や
暫し

ば
ら

く
腹
を
撫
で
て
見
る

 

宇
都
宮
丸
台

広
　報
　文
　芸

市
役
所�

環
境
衛
生
課�

☎
０
８
９
４(

62)

１
１
３
２

　
今
年
４
月
か
ら
、
公
民
館
な
ど
で
月
に

１
回
回
収
し
て
い
る
廃
食
用
油
（
使
用
済

み
天
ぷ
ら
油
）
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
約
５
８
０
㎏
（
４
月
分
・
ド
ラ
ム
缶

３
本
分
）
回
収
で
き
ま
し
た
。
回
収
し
た

廃
食
用
油
は
Ｂ
５
燃
料
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
５
％
燃
料
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

そ
の
一
部
を
宇
和
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
再
度
の
お
願
い
で
す
が
、
廃
食
用
油
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ま
た
は
油
が
入
っ
て
い
た

容
器
に
入
れ
、
し
っ
か
り
と
ふ
た
を
閉
め

て
、回
収
日
の
午
前
中
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
食
用
油
の
出
し
方
（
お
願
い
）

松
山
地
方
法
務
局�

人
権
擁
護
課�
☎
０
８
９(

９
３
２)

０
８
８
８

　
い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

が
応
じ
ま
す
。（
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予

約
不
要
）

期
間
　
６
月
24
日（
月
）か
ら
30
日（
日
）ま

で
の
７
日
間

受
付
日
時
　
６
月
24
日（
月
）～
28
日（
金
）

は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
▼
29
日

（
土
）～
30
日（
日
）は
午
前
10
時
～
午
後

５
時

電
話
番
号
　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
携
帯
電
話
可

子
ど
も
の
人
権
１
１
０

宇
和
体
育
館�

☎
０
８
９
４(

62)

４
４
１
４

プ
ー
ル
開
放
期
間

　
７
月
２
日（
火
）～
８
月
31
日（
土
）

　
※
月
曜
日
は
休
み

利
用
時
間

　
７
月
２
日（
火
）～
19
日（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
７
月
20
日（
土
）～
８
月

20
日（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
８
時
▼
８

月
21
日（
水
）～
31
日（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時
　
※
午
後
５
時
以
降
、 

中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
。小
プ
ー
ル
は
午
後
５
時
ま
で
使
用
可
。

利
用
料
金

　
高
校
生
以
上
１
１
０
円
、
中
学
生
70

円
、
小
学
生
以
下
50
円

宇
和
プ
ー
ル
の
使
用

宝くじふるさとワクワク劇場 in 西予

第１部　お笑いオンステージ
　　　三遊亭好楽、大木こだま・ひびき、響

第２部　トーク「ふるさと、わが町あのひと・このひと」
　　　西予市民の代表者

第３部　ほのぼのコメディ劇場
　　　吉本新喜劇メンバー、西予市民（オーディション合格者）

チケット　2,000円（全席指定）

　※宝くじの助成による特別料金

販売場所　宇和文化会館、三瓶文化会館、フジ宇和

店、明屋書店宇和店、Aコープのむら店、フジグラン

北宇和島、フジ八幡浜店、フジグラン大洲、いよてつ

髙島屋プレイガイド、ローソン（Lコード66114）

主催　西予市、西予市教育委員会、愛媛県、財団法人

自治総合センター、一般財団法人宇和文化会館

出演

出演

出演

日時　８月25日（日）午後２時～

会場　宇和文化会館

申込方法　住所、氏名（フリガナ）、年齢、性別、電話

番号を記入の上、はがきまたはFAXで８月10日（土）

までに応募してください。※当日消印有効

問い合わせ・申込先
　〒797－0015 西予市宇和町卯之町三丁目444番地

　西予市宇和文化会館「宝くじオーディション」係

　☎0894（62）6111　FAX:0894（62）6053

午後2時開演

午後1時30分開場

　　宇和文化会館場

「ほのぼのコメディ劇場」出演希望者募集 !
《公開オーディション》

三遊亭好楽 大木こだま・ひびき

９/１（日）
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○５月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

お誕生おめでとう

おくやみ
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相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

行
政
相
談

高
山
公
民
館

　
７
月
２
日（
火
）午
前
９
時
～
12
時

市
役
所 

１
階
相
談
室

　
７
月
11
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　
７
月
８
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
７
月
16
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
12
時

三
瓶
支
所

　
７
月
16
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

狩
江
公
民
館（
明
浜
）

　
７
月
３
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

高
山
公
民
館（
明
浜
）

　
７
月
10
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー（
宇
和
）

　
７
月
５
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　
７
月
25
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
文
化
会
館

　
７
月
15
日（
月
）午
後
１
時
～
４
時

人
権
相
談

結
婚
相
談

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
７
月
９
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

　
７
月
23
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

明
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
７
月
12
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
７
月
９
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
７
月
16
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
12
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
７
月
22
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
７
月
16
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
12
時

心
配
ご
と
相
談

法
律
相
談
※
予
約
制

　
予
約
先

︰市
社
会
福
祉
協
議
会 

城
川
支
所

　
☎
０
８
９
４（
82
）１
２
６
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 
宇
和
支
所

　
７
月
19
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

　
予
約
先

︰市
社
会
福
祉
協
議
会 
宇
和
支
所

　
☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
７
月
１
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

明
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
７
月
12
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
７
月
16
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
12
時

登
記
相
談
※
予
約
制

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

2013　７月 20

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
工
房

☎
０
８
９
４(

72)

３
５
８
２

　
障
が
い
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深

め
る
た
め
に
、
第
13
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
れ
ん
げ
草 

た
ん
ぽ
ぽ
工
房
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
24
日（
水
）
小
雨
決
行

　
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分
（
材
料
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）

内
容

　
そ
う
め
ん
流
し（
１
０
０
円
）、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
販
売
コ
ー
ナ
ー

共
催
　
西
予
市

た
ん
ぽ
ぽ
工
房
ま
つ
り

愛
媛
労
働
局�

労
災
補
償
課

☎
０
８
９(

９
３
５)

５
２
０
６

　
あ
な
た
の
近
く
に
、
胆
管
が
ん
の
人
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
仕
事
が
原
因

で
胆
管
が
ん
を
発
症
し
た
と
認
め
ら
れ
た

場
合
、労
災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
胆
管
が
ん
の
発
症
や
死
亡
か
ら
、
長
期

間
経
過
し
て
い
る
場
合
も
、
労
災
と
し
て

認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
労
災
認
定
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
労
働
局 

労
災
補
償
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
業
務
と
胆
管
が
ん
発
症
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
一
定
の
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
25
年
３
月
14

日
ま
で
は
胆
管
が
ん
に
よ
る
労
災
保
険
の

請
求
権
の
時
効
は
進
行
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
次
の
方
は
ご
注
意
を

◎
過
去
に
印
刷
機
の
洗
浄
・
払
拭
作
業

の
よ
う
に
、
１
，
２－

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ

ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
（
溶
剤
、
洗
浄
剤

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
塩
素
系
有
機
溶

剤
。
具
体
的
な
商
品
名
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
な
ど
を
用
い
た
溶
剤
に
高
濃
度
で
ば

く
露
し
た
人

◎
若
く
し
て
胆
管
が
ん
を
発
症
し
た
人

（
胆
管
が
ん
は
通
常
、
高
齢
者
に
発
症
が

多
い
と
さ
れ
る
疾
病
で
す
）

胆
管
が
ん
の
方
は
い
ま
せ
ん
か

松
山
地
方
裁
判
所�

☎
０
８
９(

９
０
３)

４
３
７
９

　
こ
の
夏
、
松
山
地
方
裁
判
所
で
は
県
内

の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
実
際
の

法
定
を
使
っ
た
刑
事
模
擬
裁
判
な
ど
を
行

う「
裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
模
擬
裁
判
員
裁
判
を
体
験

し
た
り
、
裁
判
官
に
質
問
し
た
り
し
て
裁

判
員
制
度
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
16
日（
金
）

　
午
後
１
時
15
分
～
４
時
35
分
ま
で

場
所
　
松
山
地
方
裁
判
所

対
象
者
　
県
内
の
小
学
５
・
６
年
生
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
※
無
料

申
込
方
法

　
郵
送（
は
が
き
）に
よ
る
方
法
の
み
。
往

復
は
が
き
に
次
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
（
往
信
用
裏
面
）

　
参
加
希
望
者
の
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
同

伴
す
る
保
護
者
の
有
無
（
有
の
場
合
は
保

護
者
の
氏
名
お
よ
び
参
加
希
望
者
と
の
続

柄
）

記
載
事
項
（
返
信
用
表
面
）

　
参
加
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代

表
者
）
の
住
所
、
氏
名

宛
先

　
松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
裁
判
所
探

検
ツ
ア
ー
係
」
（
〒
７
９
０

－

８
５
３
９

松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３

－

８
）

申
込
期
間
　
７
月
１
日（
月
）～
19
日（
金
）

裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー

公
益
財
団
法
人�

伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
４（
38
）２
０
３
６

原
子
力
施
設
見
学
会

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
発
電
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
県
内

に
お
住
ま
い
の
小
学
生
以
上
の
人
が
対

象
。
参
加
料
無
料
。

　
申
し
込
み
は
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
窓

口
に
配
布
し
て
あ
る
見
学
会
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（「
伊
方
原

子
力
広
報
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
、
７
月
か

ら
閲
覧
可
能
）、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

日
時

　
第
１
回
目
▼
７
月
21
日（
日
）、
第
２
回

目
▼
７
月
25
日（
木
）

募
集
人
員
　
各
90
人
（
バ
ス
２
台
）

見
学
時
間

　
午
前
９
時
50
分
～
午
後
３
時
20
分

見
学
場
所

　
伊
方
発
電
所
外
周
、
伊
方
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ハ
ウ
ス
、
伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー
、

県
原
子
力
セ
ン
タ
ー
、
瀬
戸
農
業
公
園

（
昼
食
を
ご
用
意
し
ま
す
）

原
子
力
施
設 

見
学
会

　常任医師着任に伴い、これまで休診していた泌尿器科

外来診療を７月１日（月）から再開します。

 受付時間／午前８時30分～11時、12時～午後４時週間外来担当表 診察時間／午前９時～、午後２時～　　　　　　

宇和病院　泌尿器科外来診療を再開
問 市立宇和病院 ☎0894(62)1121

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

泌尿器科
午前 稲田 稲田 稲田 稲田 稲田

午後 手術・処置 手術・処置 手術・処置 手術・処置 手術・処置
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http://www.seibou.jp/

明浜と三瓶のビーチに行っちゃうんだよっ！

　奥伊予の奇祭、今年も開催。田植えが終わった喜びを神に感謝
し、五穀豊穣・無病息災を祈るユーモラスな祭り。
日時　７月７日（日）午後０時30分～３時30分
場所　三嶋神社（城川町土居）
内容　牛の代かき～畦豆植え～さんばい降ろし～早乙女の手踊り

～お田植え～福まき
問 市観光協会 城川支部☎0894（82）1111

7 ⁄5（金）
子育てサロン スキップClub

みんなでお絵かき＆水遊び

◯��午前10時～11時30分

◯�◯�宇和児童館「うわっこ」

　　�☎0894（62）7331

時�

場�問

7 ⁄28（日）
2013雑巾がけレースＺ-１グラ
ンプリ in うわ 第10回記念大会
109mの長い廊下、あなたは何秒で駆け
抜ける？現在までの最高記録は18秒19！

第１回（予選）７月28日（日）
◯��宇和米博物館
※参加希望者は申込書を提出のこと。
詳しくは問い合わせまたは「雑巾がけ
レース 宇和」で検索。

◯�市商工会青年部宇和支部
　　�☎0894（62）1240

場�

問

7 ⁄20（土）～
第19回全国「かまぼこ板の絵」展覧会「ありがとう」小っちゃな板の大きな大きな物語

◯��12/8（日）まで　※火曜日休館
◯�◯�ギャラリーしろかわ☎0894（82）1001

期�

場�問

7 ⁄19（金）
わくわくミュージック
ミュージック・ケア。音楽に合わ
せて楽しく体を動かします。乳幼
児と保護者対象。
◯��午前10時30分～11時30分
◯��乙亥会館トレーニング室
�◯�野村児童館☎0894（72）0374

時�

場�

問

市民のうごき
（５月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,934人（－38）
　　　　男 19,689人（－13）　女 22,245人（－25）

世帯数　18,729世帯（－ 2）

出　生　18人（－ 5）
　　　　男 10人（－ 3）　女 � 8人（－ 2）

死　亡　56人（＋11）
　　　　男 27人（＋ 5）　女 29人（＋ 6）
※Ｈ24.7.9�住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

固定資産税 ２期　保険税 １期
納期限は７月31日（水）

（口座振替は７月25日）

７月の納税

どろんこ祭り

2013　７月 22

市
民
意
識
調
査
か
ら
今
後
の
活
動
を
考
え

人
権
文
化
の
花
咲
く
西
予
を
創
造
し
よ
う

　
４
月
24
日（
水
）に
県
人
権
教
育
協
議
会 

西
予
支
部
の
総
会
を
開
催
。
平
成
24
年
度

を
総
括
し
て
、
25
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
活
動
総
括
（
抜
粋
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
か
ら
学
び
合
う

研
究
会
に
参
加
し
た
人
か
ら
、
次
の
よ
う

な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

「
今
ま
で
差
別
解
消
に
向
け
て
の
学
習
を

重
ね
て
き
た
が
、
今
一
歩
を
踏
み
出
せ
な

い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
に
参
加

し
て
、
多
く
の
仲
間
の
差
別
へ
の
取
り
組

み
に
直
接
接
す
る
こ
と
で
、
刺
激
を
受
け

励
ま
さ
れ
た
」

　
市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
地
区
懇
談
会

事
業
な
ど
は
、
息
が
長
く
、
地
域
性
を
生

か
し
た
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
開

催
集
落
の
固
定
化
、
学
習
内
容
の
マ
ン
ネ

リ
化
な
ど
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
学
び
合
う
場
を
充
実
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

平
成
25
年
度
活
動
方
針

（
傍
線
お
よ
び
グ
ラ
フ
考
察
は
加
筆
）

　「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」（
平
成
12
年
12
月
）
が
施

行
さ
れ
、
そ
の
基
本
計
画
（
平
成
14
年
３

月
）
の
も
と
、
人
権
教
育
・
啓
発
事
業
が

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り

組
み
が
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
へ
の
啓
発
や
解
決
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、

本
市
で
平
成
19
年
に
行
っ
た
人
権
意
識
調

査
の
結
果
は
市
民
の
人
権
課
題
へ
の
関
心

は
必
ず
し
も
高
く
、
前
向
き
な
も
の
と
は

言
い
切
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
何
を
し
、
こ
れ
か
ら

次
代
に
何
を
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
の

か
。
そ
の
思
い
を
よ
り
具
現
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
同
和
教

育
を
中
核
と
し
た
人
権
教
育
が
実
施
で
き

て
い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
昨
年
改

め
て
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
当

市
の
人
権
・
同
和
教
育
の
方
向
性
を
示
し

ま
す
。

①
学
習
会
、
研
修
会
な
ど
の
方
法
の
改
善

　
５
分
会
で
実
施
し
て
い
る
小
集
落
学
習

会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
城
川
分
会
は
全
60
集
落
で
実
施
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
全
体
と
比
較
し
て
１
回

以
上
参
加
し
た
割
合
は
下
グ
ラ
フ
の
と
お

り
約
20
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
集
落
学
習
会
の
効
果
が
出
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

②
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
解
決
の
た
め
の
指
導
者
育
成

　
市
職
員
お
よ
び
教
職
員
が
率
先
し
て
人

権
問
題
解
決
へ
の
確
固
た
る
姿
勢
を
確
立

し
、
各
地
区
に
お
け
る
指
導
者
や
推
進
者

を
育
て
ま
す
。

④
校
区
別
人
権
・
同
和
教
育
懇
談
会
事
業

の
充
実

　
各
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
校
区

別
人
権
・
同
和
教
育
懇
談
会
に
地
域
住
民

が
主
体
的
に
参
加
す
る
体
制
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

「
愛
媛
県
人
権
施
策
推
進
基
本
方
針
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
①
自
己
実
現
を
尊
重
す

る
②
共
同
参
画
を
保
障
す
る
③
共
生
社
会

を
目
指
す
で
す
。

　「
愛
媛
県
教
育
基
本
方
針
」、「
西
予
市

総
合
計
画
」、「
西
予
市
教
育
基
本
方
針
」

と
も
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
研
究
と
実
践
に

裏
打
ち
さ
れ
た
一
体
感
の
あ
る
人
権
教

育
・
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
同
和
教
育
を
人
権
教
育
の
中
核

と
し
て
位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
同
和
教
育

が
培
っ
た
手
法
や
問
題
解
決
へ
の
筋
道
を

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
生
か
し
、
人

権
・
同
和
教
育
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
で
は
分
会
活
動
を
基
盤
と

し
つ
つ
西
予
市
と
し
て
の
主
体
性
を
高
め

る
た
め
に
、
行
政
と
各
種
団
体
、
地
域
や

学
校
、
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
人
権
（
教

育
）
啓
発
活
動
の
進
展
に
努
め
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
市
民
一
人
一
人
が
大
切
に

さ
れ
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
人
間
関
係

を
構
築
し
「
豊
か
な
人
権
文
化
を
育
む
」

を
理
念
と
し
た
、
実
践
に
よ
る
「
人
権
尊

重
町
づ
く
り
条
例
」
（
平
成
17
年
３
月
）

の
目
的
具
現
化
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
支
部
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

▽
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 

（
社
会
教
育
指
導
員
　
宇
都
宮
）

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

み
ん
な
の
人
権
ひ
ろ
ば
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有
料
広
告

　皆さんに読んでいただいて、内容
を理解していただいて初めて広報紙
は役割を果たすものだなぁと実感し
ています。より見やすくなるよう
に、今号から少しレイアウトを変え
たのですが、いかがでしょうか。西
予の「今」に合った特集を組むのは
もちろん、行政からのお知らせ記事
をシンプルに分かりやすく提供でき
ればと試行錯誤中です。（堀）

編集後記

　「
事
故
に
あ
っ
た
人
が
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
を
続
け

る
う
ち
に
、
徐
々
に
筋
力
が
つ

い
て
、
杖
な
し
で
も
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
陸
上
運
動
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
の
は
、
そ
の
と

き
で
す
ね
」

　
高
川
婦
人
会
（
城
川
町
）
か

ら
の
要
望
で
、
第
１
・
第
３
火

曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
ヨ
ガ
講

師
を
務
め
て
い
る
山
本
美
保
さ

ん
。
水
中
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
併
せ
て
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
や
ヨ
ガ
な
ど
、
陸
上

運
動
の
講
師
と
し
て
も
活
動
し

て
い
ま
す
。

　「
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
運

動
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
興
味

が
あ
る
も
の
は
試
し
て
み
て
、

そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
も

の
を
選
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
ね
。
私
も
ひ
と
つ

の
も
の
に
留
ま
ら
ず
に
、
い
ろ

い
ろ
提
示
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
の
日
、
ヨ
ガ
教
室
に
集

ま
っ
た
の
は
地
元
の
女
性
た
ち

11
人
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ボ
サ

ノ
バ
音
楽
が
流
れ
る
空
間
で
、

少
し
ず
つ
筋
肉
を
伸
ば
し
て
い

き
ま
す
。
太
も
も
や
ふ
く
ら
は

ぎ
を
伸
ば
す
「
鷺
（
さ
ぎ
）
の

ポ
ー
ズ
」
は
引
き
締
め
や
む
く

み
に
効
果
的
で
、
美
脚
も
期
待

で
き
る
も
の
な
の
だ
と
か
。

　「
皆
さ
ん
の
健
康
に
役
立
ち

た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
道
を

も
っ
と
究
め
て
い
け
た
ら
」

　
山
本
さ
ん
の
将
来
の
夢
は

「
指
導
者
を
育
成
で
き
る
よ
う

な
人
物
に
な
る
こ
と
」
。
運
動

で
西
予
市
の
健
康
を
支
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

山本美保さん（36）＝城川町高野子/や
まもと・みほ︰㈱城川開発公社勤務。
クアテルメ宝泉坊で水中インストラク
ターとして活躍中。AEA（アクアダン
ス）やATRI（アクアセラピー）、健
康運動指導士の資格を持つ。趣味は国
外旅行。20代の頃はカナダで１年間の
ワーキングホリデー経験あり。
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